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今
回
で
本
コ
ラ
ム
も
１
０
０
回
目
の
連
載

を
迎
え
た
。
月
一
度
の
掲
載
で
あ
る
本
稿

は
、
２
０
１
４
年
11
月
の
１
回
目
掲
載
か
ら

８
年
以
上
の
月
日
が
過
ぎ
去
っ
た
。
こ
れ
ま

で
中
小
製
造
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
焦
点
を
当

て
、
私
の
会
社
（
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
）
の
日

常
業
務
か
ら
見
た
『
お
客
様
の
現
状
課
題
』

や
『
最
新
技
術
動
向
』
、
そ
し
て
『
海
外
動

向
』
を
ベ
ー
ス
に
寄
稿
を
し
て
き
た
が
、
８

年
間
の
間
に
中
小
製
造
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
激
変
し
、
こ
の
間
に
「
人
手
不
足
」
の
課

題
は
深
刻
度
を
増
し
て
い
る
。
現
場
熟
練
工

の
老
齢
化
は
進
み
、
現
場
作
業
員
の
不
足
も

日
常
化
し
、
精
密
板
金
業
界
で
も
Ｍ
＆
Ａ

（
合
併
や
買
収
）
の
話
題
が
日
常
茶
飯
事
の

傾
向
に
あ
る
。
一
般
的
に
は
「
人
手
不
足
」

の
対
応
策
と
し
て
、
外
国
人
労
働
者
の
活
用

が
叫
ば
れ
て
い
る
。
経
済
界
か
ら
も
外
国
人

労
働
者
や
移
民
労
働
者
の
流
入
を
緩
和
す
る

要
望
が
出
さ
れ
、
日
本
政
府
も
こ
の
要
望
に

応
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
世
界
を
歴
史
的
に

眺
め
る
と
、
外
国
人
労
働
者
を
使
っ
て
製
造

業
が
強
く
な
っ
た
国
は
ど
こ
に
も
な
い
。
特

に
移
民
・
難
民
に
寛
大
な
政
策
を
行
っ
て
き

た
ド
イ
ツ
を
始
め
と
す
る
欧
米
各
国
は
、
そ

の
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
日
本
も
本

格
的
な
人
手
不
足
が
中
小
製
造
業
に
忍
び
寄

っ
て
い
る
。
現
場
労
働
者
の
不
足
の
み
な
ら

ず
、
社
長
は
じ
め
経
営
陣
の
後
継
者
不
足
に

直
面
し
て
い
る
企
業
が
多
い
。
経
営
陣
の
不

足
に
は
外
国
人
労
働
者
で
は
対
応
で
き
な

い
。
経
営
陣
の
人
材
不
足
は
深
刻
で
あ
り
、

Ｍ
＆
Ａ
が
横
行
す
る
原
因
は
こ
こ
に
あ
る
。

10
年
前
に
は
顕
在
化
し
て
い
な
か
っ
た
『
重

要
か
つ
緊
急
』
の
経
営
課
題
で
あ
る
。

　
１
０
０
回
目
の
本
稿
で
は
、
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
新
聞
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
『
自
動
化

テ
ー
マ
』
に
取
り
上
げ
、
こ
れ
か
ら
の
連
載

テ
ー
マ
と
し
て
い
き
た
い
。
幸
い
に
し
て
、

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ソ
フ
ト
ロ

ボ
ッ
ト
）
、
そ
し
て
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、

技
術
イ
ン
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
目
覚
ま
し
く
、
こ

れ
ら
の
最
先
端
技
術
を
中
小
製
造
業
が
活
用

で
き
る
地
合
い
が
整
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に

注
目
し
、
中
小
製
造
業
の
Ｄ
Ｘ
化
・
自
動
化

テ
ー
マ
を
深
掘
り
し
て
、
次
回
よ
り
連
続
的

に
寄
稿
す
る
。

　
話
題
が
変
わ
る
が
、
日
刊
工
業
新
聞
の
記

者
が
当
社
に
来
社
し
、
『
感
銘
を
受
け
た
本

を
紹
介
し
、
そ
の
理
由
を
語
っ
て
欲
し
い
』

と
要
請
さ
れ
た
。
そ
の
取
材
の
記
事
は
、
６

月
19
日
付
日
刊
工
業
新
聞
の
25
面
に
載
っ
て

い
る
が
、
こ
の
記
事
を
参
考
に
本
稿
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
人
手
不
足
」
の
遠
因
を
探
っ
て

い
き
た
い
。
日
刊
工
業
新
聞
社
の
取
材
記
事

は
、
私
の
話
に
『
日
本
と
い
う
中
心
軸
を
持

ち
世
界
を
見
る
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
つ
け

て
い
る
。
私
が
感
銘
を
受
け
た
本
は
、
塩
野

七
生
（
し
お
の
な
な
み
）
著
の
『
日
本
人
へ

ー
リ
ー
ダ
ー
編
』
で
あ
る
。
取
材
を
受
け
た

私
の
話
を
日
刊
工
業
新
聞
の
記
者
は
次
の
よ

う
に
要
約
し
、
新
聞
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
『
私
は
、
学
生
の
頃
か
ら
海
外
に
関
心
を

持
ち
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
30
年
間
、
欧

米
を
始
め
と
し
た
各
国
を
渡
り
歩
い
て
き

た
。
海
外
で
た
く
さ
ん
の
中
小
企
業
経
営
者

に
会
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
触
れ
合
い
の
中

で
、
日
本
に
対
す
る
海
外
か
ら
の
大
き
な
信

頼
を
感
じ
、
世
界
に
影
響
を
与
え
た
尊
敬
す

べ
き
日
本
人
を
知
り
、
「
日
本
人
と
は
何
な

の
か
」
と
い
う
問
い
へ
の
気
付
き
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
一
方
、
国
内
で
は
「
日
本
は

ダ
メ
だ
」
と
い
う
自
虐
的
な
風
潮
を
強
く
感

じ
る
。
そ
う
し
た
中
で
塩
野
七
生
著
の
「
日

本
人
へ
ー
リ
ー
ダ
ー
編
」
を
読
ん
だ
。
《
中

略
》
作
者
が
日
本
と
い
う
中
心
軸
を
し
っ
か

り
持
っ
て
世
界
を
見
て
い
る
こ
と
に
大
変
感

銘
を
受
け
た
。
中
心
軸
を
失
わ
ず
に
イ
タ
リ

ア
に
渡
り
、
現
地
に
根
を
張
っ
た
こ
そ
の
著

書
だ
ろ
う
。
《
中
略
》
非
常
に
長
い
歴
史
と

文
化
を
持
つ
日
本
人
が
な
ぜ
自
虐
的
に
な

り
、
「
海
外
で
は
」
を
連
呼
す
る
〝
出
羽
守

（
で
は
の
か
み
）
〞
が
増
え
て
し
ま
っ
た
の

か
。
日
本
で
は
歴
史
や
文
化
が
封
じ
込
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
《
中
略
》
こ
れ
か

ら
の
時
代
、
日
本
人
は
欧
米
崇
拝
で
な
く
、

自
ら
の
持
っ
て
い
る
も
の
を
し
っ
か
り
と
見

て
、
奢
り
（
お
ご
り
）
で
は
な
く
誇
り
を
持

つ
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。
《
後
略
》
塩
野
七

生
著
の
「
日
本
人
へ
ー
リ
ー
ダ
ー
編
」
は
中

小
製
造
業
の
経
営
者
の
諸
兄
に
読
ん
で
い
た

だ
き
た
い
名
著
で
あ
る
』
。

　
中
小
製
造
業
に
と
っ
て
「
Ｄ
Ｘ
と
自
動

化
」
の
実
践
は
人
手
不
足
克
服
の
絶
対
条
件

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

は
、
残
念
な
が
ら
「
欧
米
発
の
技
術
」
で
あ

る
場
合
が
多
い
。
明
治
維
新
の
時
代
と
同
じ

で
、
欧
米
の
最
新
技
術
を
い
ち
早
く
導
入
す

る
こ
と
が
、
日
本
国
家
の
み
な
ら
ず
、
企
業

が
生
き
残
る
必
要
条
件
で
あ
る
こ
と
に
疑
い

の
余
地
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
ど
ん
な
に
優

れ
た
「
Ｄ
Ｘ
と
自
動
化
」
工
場
が
実
現
し
て

も
、
今
働
く
従
業
員
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

失
い
、
長
期
に
働
け
る
企
業
環
境
を
失
っ
た

ら
、
人
材
不
足
へ
の
対
応
策
と
し
て
は
不
十

分
に
な
っ
て
し
ま
う
。
「
日
本
人
の
誇
り
」

「
日
本
人
の
も
の
づ
く
り
遺
伝
子
」
を
社
員

全
員
が
共
有
し
、
日
本
が
長
き
に
渡
っ
て
育

ん
だ
『
も
の
づ
く
り
へ
の
誇
り
』
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
『
日
本

は
ダ
メ
だ
』
『
う
ち
の
会
社
は
ダ
メ
だ
』
と

い
う
自
虐
的
な
考
え
の
先
に
未
来
は
な
い
。

　
『
も
の
づ
く
り
』
に
は
高
度
な
文
化
と
高

度
な
技
術
が
必
要
で
あ
る
。
『
も
の
づ
く

り
』
に
誇
り
を
持
つ
中
小
製
造
業
で
な
け
れ

ば
、
人
手
不
足
を
克
服
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
人
手
不
足
に
直
面
す
る
日
本
の
中
小
製

造
業
こ
そ
、
「
日
本
と
い
う
中
心
軸
」
を
再

認
識
し
た
上
で
、
「
Ｄ
Ｘ
と
自
動
化
」
構
築

を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
●●100●●

　
高
木
俊
郎
︵
た
か
ぎ
・
と
し
お
︶
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

新
・
日
本
の
中
小
製
造
業
再
起
動
に
向
け
て

ど
う
す
る『
人
材
不
足
』

　
中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
の
進
捗
は
遅
い
と

言
わ
れ
る
が
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新

聞
は
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
は
自

信
を
持
っ
て
言
え
る
。
業
務
シ
ス
テ
ム

は
基
本
的
に
は
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
Ｓ

ａ
ａ
Ｓ
を
フ
ル
活
用
し
、
以
前
に
比
べ

て
生
産
性
も
コ
ス
ト
効
果
も
高
い
。
さ

ら
に
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
電
子
版
サ
ー
ビ
ス
や
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ

ｔ
ｅ
ｒ
で
の
情
報
拡
散
や
新
た
な
ユ
ー
ザ
ー
開

拓
も
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
先
日
、
Ｄ
Ｘ
の
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
新
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

た
。
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
の
年
間
購
読
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
へ
の
対
応
と
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
の
開
設
だ
▼
弊
紙
の
よ
う
な
業
界
紙
は

「
会
社
が
購
入
し
て
読
む
も
の
」
と
い
う
暗
黙

の
常
識
が
あ
り
、
長
年
、
個
人
で
の
購
読
は
対

象
外
だ
っ
た
。
発
行
回
数
が
少
な
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
専
門
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
価
格
は
１
号
あ
た
り
９
０
０
円
以
上
。

一
般
紙
よ
り
も
高
い
。
ま
た
昔
か
ら
販
売
ル
ー

ト
は
郵
送
な
ど
が
多
く
、
申
し
込
む
に
は
媒
体

社
へ
直
接
問
い
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
で
は
読
者
が
増
え
ず
ら
く
、
衰
退
し
て
い

く
の
は
当
然
だ
。
そ
こ
で
今
回
、
弊
紙
は
こ
の

慣
習
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、
個
人
読
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
、
個
人
プ
ラ
ン
年
間
６
６
０
０
円

を
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
か
ら
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
申
し
込
め
る
と
い
う
手
軽
な
仕
組
み
を
整
備

し
た
。
開
始
か
ら
２
日
目
で
早
速
第
一
号
購
入

者
が
登
場
し
、
上
々
の
ス
タ
ー
ト
だ
▼
弊
紙
が

進
め
る
Ｄ
Ｘ
は
単
純
だ
。
と
に
か
く
利
益
を
出

す
た
め
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

う
。
こ
こ
で
い
う
利
益
と
は
、
ム
ダ
を
な
く
す

か
、
新
た
な
収
益
を
出
す
か
の
２
つ
。
そ
こ
に

つ
な
が
る
道
筋
が
整
理
で
き
て
い
れ
ば
実
行
す

る
。
そ
れ
だ
け
。
ク
レ
カ
払
い
と
Ｅ
Ｃ
は
、
こ

れ
ま
で
業
界
紙
と
は
縁
が
薄
か
っ
た
個
人
に
も

情
報
を
発
信
し
、
逆
に
読
者
と
し
て
弊
紙
を
支

え
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
で
、
新
た
な
収

益
を
狙
っ
て
い
る
。
失
敗
し
て
も
も
と
も
と
コ

ス
ト
を
か
け
ず
に
や
っ
て
い
る
の
で
ダ
メ
ー
ジ

は
小
さ
い
。
逆
に
、
成
功
し
た
ら
儲
け
も
の

で
、
得
た
利
益
を
拡
大
の
た
め
の
投
資
に
ま
わ

せ
る
。
Ｄ
Ｘ
界
隈
は
い
ま
も
賑
や
か
で
い
ろ
い

ろ
な
情
報
で
溢
れ
て
い
る
が
、
難
し
く
考
え

ず
、
シ
ン
プ
ル
に
利
益
を
出
せ
そ
う
な
小
さ
な

オートメーション新聞のＤＸはいまも進行中　新たな読者獲得のための新サービスチ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
。
そ
れ
を
続
け
た
結
果
、
知
ら
ぬ

間
に
企
業
文
化
や
ビ
ジ
ネ
ス
が
変
わ
っ
て
い
た
と
い
う

の
が
Ｄ
Ｘ
の
本
質
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
個
人
読

者
獲
得
に
向
け
た
Ｅ
Ｃ
は
整
備
し
た
。
次
は
何
を
始
め

よ
う
か
。
弊
紙
の
Ｄ
Ｘ
に
は
終
わ
り
が
な
い
。

近
接
ス
イ

ッ
チ

規
格 

改
正

Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ

Ｊ
Ｓ
Ａ

共
同
で
原
案
作
成

機
器
お
よ
び
開
閉
素
子
―
近

接
ス
イ
ッ
チ
」
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
既
に

規
定
さ
れ
て
い
る
光
電
形
近

接
ス
イ
ッ
チ
の
検
出
方
式

（
透
過
形
、
反
射
形
、
リ
フ

レ
ク
タ
形
）
に
、
背
景
抑
制

付
き
反
射
形
の
性
能
や
試
験

方
法
な
ど
を
追
加
規
定
し

た
。
抑
制
付
き
反
射
形
は
、

そ
の
検
出
特
性
に
よ
っ
て
小

型
装
置
へ
の
組
み
込
み
や
小

型
機
器
の
検
知
な
ど
に
対
応

で
き
、普
及
が
進
ん
で
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
従
来
の
透

過
形
、
反
射
形
、
リ
フ
レ
ク

タ
形
光
電
形
近
接
ス
イ
ッ
チ

に
加
え
て
背
景
抑
制
付
き
反

射
形
光
電
形
近
接
ス
イ
ッ
チ

の
定
義
お
よ
び
試
験
手
順
を

追
加
し
た
ほ
か
、
改
正
さ
れ

た
電
磁
両
立
性
（
Ｅ
Ｍ
Ｃ
）

基
本
規
格
に
整
合
さ
せ
る
た

め
に
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
試
験
／

放
射
無
線
周
波
電
磁
界
の
上

限
周
波
数
を
２
Ｇ
Hz
か
ら
６

Ｇ
Hz
に
引
き
上
げ
る
な
ど
の

Ｅ
Ｍ
Ｃ
基
準
の
変
更
、
リ
ス

ク
低
減
を
図
る
た
め
、
人
工

光
に
対
す
る
保
護
、
レ
ー
ザ

ー
製
品
の
安
全
な
ど
の
構
造

要
求
事
項
を
追
加
し
て
い

る
。

　
日
本
電
気
制
御
機
器
工
業

会
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）
と
日
本
規

格
協
会
（
Ｊ
Ｓ
Ａ
）
は
、
共

同
で
原
案
作
成
し
た
近
接
ス

イ
ッ
チ
の
日
本
産
業
規
格

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
に
つ
い
て
、
６

月
20
日
付
で
改
正
し
た
。
規

格
番
号
は
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
８
２

０
１
―
５
―
２
：
２
０
２

３
」
、
規
格
名
称
は
「
低
圧

開
閉
装
置
お
よ
び
制
御
装
置

―
第
５
―
２
部
：
制
御
回
路

富
士
経
済「
Ｆ
Ａ
ロ
ボ
ッ
ト
世
界
市
場
調
査
」

27
年
、2.2
兆
円
へ
拡
大

Ｅ
Ｖ
関
連

設
備
投
資
増
追
い
風

　
富
士
経
済
は
、
製
造
業
向
け
ロ
ボ
ッ
ト
と
な
る
Ｆ
Ａ
ロ
ボ
ッ
ト
と
そ
の
構
成
部
材

の
世
界
市
場
調
査
を
ま
と
め
、
Ｆ
Ａ
ロ
ボ
ッ
ト
の
世
界
市
場
は
２
０
２
２
年
の
１
兆

４
１
７
９
億
円
か
ら
２
０
２
７
年
に
は
そ
の
１
・
５
倍
と
な
る
２
兆
１
７
１
８
億
円

ま
で
拡
大
す
る
見
通
し
を
示
し
た
。

　
同
調
査
に
よ
る
と
、
Ｆ
Ａ

ロ
ボ
ッ
ト
市
場
は
、
中
国
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
Ｅ
Ｖ

関
連
の
設
備
投
資
が
好
調

で
、
車
載
バ
ッ
テ
リ
向
け
な

ど
が
伸
び
て
、
２
０
２
２
年

の
世
界
市
場
は
前
年
比
11
・

５
％
増
の
１
兆
４
１
７
９
億

円
と
な
っ
た
。
ま
た
物
流
業

界
や
三
品
業
界
（
食
品
・
医

薬
品
・
化
粧
品
業
界
）
は
自

動
化
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
ス
カ

ラ
ロ
ボ
ッ
ト
や
垂
直
多
関
節

ロ
ボ
ッ
ト
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
が
伸
び
て
市
場
拡
大
が

続
く
と
し
て
い
る
。

　
用
途
別
で
は
、
組
立
・
搬

送
系
は
、
２
０
２
２
年
は
14

％
増
の
８
３
４
０
億
円
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
関
連
の
設
備

投
資
減
少
の
た
め
、
ス
カ
ラ

ロ
ボ
ッ
ト
や
小
型
垂
直
多
関

節
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
で
ニ
ー
ズ

の
高
い
ロ
ボ
ッ
ト
が
伸
び
悩

ん
だ
。
一
方
で
Ｅ
Ｖ
や
バ
ッ

テ
リ
関
連
需
要
の
盛
り
上
が

り
を
背
景
に
、
可
搬
重
量
の

大
き
な
垂
直
多
関
節
ロ
ボ
ッ

ト
の
需
要
が
高
ま
っ
た
。
今

後
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
関
連

の
需
要
増
加
は
期
待
薄
と
な

る
た
め
、
市
場
の
伸
び
は
小

幅
に
と
ど
ま
る
。
そ
れ
で
も

中
長
期
的
に
は
小
型
垂
直
多

関
節
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
需
要

は
底
堅
く
、
10
％
以
上
の
成

長
率
が
続
き
、
２
０
２
７
年

に
は
１
兆
３
７
４
４
億
円

（
64
・
８
％
増
）
ま
で
拡
大

す
る
見
通
し
。

　
溶
接
・
塗
装
系
は
、
２
０

２
２
年
は
８
・
０
％
増
の
３

９
９
５
億
円
と
な
り
、
中
国

や
米
国
の
Ｅ
Ｖ
関
連
の
設
備

投
資
が
増
加
し
て
拡
大
し
た

が
、
中
長
期
的
に
は
Ｅ
Ｖ
化

に
よ
る
部
品
点
数
の
減
少
に

よ
っ
て
設
備
投
資
は
鈍
り
、

市
場
の
伸
び
は
緩
や
か
に
な

り
、
２
０
２
７
年
に
は
５
２

９
８
億
円
と
予
測
。

　
ク
リ
ー
ン
搬
送
系
は
、
２

０
２
２
年
は
１
３
１
３
億
円

（
10
・
２
％
増
）
。
ウ
エ
ハ

ー
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
市
場
の
縮
小
を
受

け
て
設
備
投
資
が
低
調
で
、

ガ
ラ
ス
基
板
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト

も
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
生
産
能

力
が
需
要
を
上
回
る
状
況
が

続
い
て
横
ば
い
。
今
後
も
状

況
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い

が
、
米
国
で
半
導
体
産
業
へ

の
設
備
投
資
が
期
待
さ
れ
て

堅
調
な
伸
び
を
す
る
見
通
し

で
、
２
０
２
７
年
に
は
１
６

７
１
億
円
に
な
る
見
通
し
。

　
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
系

は
、
２
０
２
２
年
は
５
３
２

億
円
（
５
・
３
％
増
）
。
中

国
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
製
造

関
連
の
設
備
投
資
抑
制
や
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
影
響
は
あ
っ

た
が
、
車
載
や
半
導
体
製
造

関
連
、
産
業
機
器
な
ど
で
需

要
が
増
加
。
２
０
２
３
年
以

降
は
電
動
ス
ラ
イ
ダ
ー
や
単

軸
ロ
ボ
ッ
ト
の
需
要
増
が
見

込
ま
れ
、
２
０
２
７
年
に
は

１
０
０
５
億
円
に
な
る
と
し

て
い
る
。

協
働
ロ
ボ
ッ
ト

も
本
格
普
及
へ

　
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
２
０
２
２
年
は
28
・
３

％
増
の
１
１
３
２
億
円
。
製

品
の
認
知
度
や
活
用
方
法
が

ユ
ー
ザ
ー
に
浸
透
し
て
き
た

こ
と
や
主
要
メ
ー
カ
ー
が
提

案
に
力
を
入
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
大
幅
な
実
績
増
と
な
っ

た
。
特
に
可
搬
重
量
20
㌔
㌘

超
の
タ
イ
プ
が
各
社
か
ら
そ

ろ
い
、
パ
レ
タ
イ
ジ
ン
グ
用

途
で
人
か
ら
の
置
き
換
え
が

進
ん
だ
。
今
後
は
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
や
検
査
工
程
に
加
え
、

安
全
柵
を
用
い
な
い
パ
レ
タ

イ
ジ
ン
グ
な
ど
の
用
途
も
普

及
が
加
速
し
、
中
国
メ
ー
カ

ー
な
ど
参
入
メ
ー
カ
ー
の
増

加
に
よ
る
選
択
肢
の
広
が

り
、
人
件
費
の
高
騰
や
自
動

化
・
省
人
化
ニ
ー
ズ
が
高
ま

っ
て
い
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど

で
の
伸
び
も
期
待
さ
れ
、
２

０
２
７
年
に
は
２
０
２
２
年

の
２
・
６
倍
と
な
る
２
８
８

９
億
円
ま
で
拡
大
す
る
と
予

想
し
て
い
る
。

　
ま
た
注
目
技
術
と
し
て
、

リ
ニ
ア
搬
送
シ
ス
テ
ム
市
場

が
挙
げ
ら
れ
る
。
リ
ニ
ア
モ

ー
タ
ー
と
ス
ラ
イ
ダ
ー
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
で
構
成

さ
れ
、
生
産
ラ
イ
ン
の
中
で

ワ
ー
ク
を
高
速
・
高
精
度
に

搬
送
す
る
新
た
な
搬
送
技
術

で
、
２
０
２
２
年
は
高
速
・

高
精
度
、
低
発
塵
、
レ
イ
ア

ウ
ト
の
自
由
度
の
高
さ
、
変

更
容
易
性
な
ど
で
自
動
車
部

品
や
車
載
バ
ッ
テ
リ
、
電
子

部
品
の
組
み
立
て
工
程
や
搬

送
工
程
へ
の
普
及
が
進
ん

だ
。
ま
た
多
品
種
少
量
生
産

の
多
い
三
品
業
界
で
も
需
要

増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
三
菱
電
機
名
古
屋
製
作
所

は
、
整
備
を
進
め
て
い
る
尾

張
旭
地
区
（
愛
知
県
尾
張
旭

市
）
へ
新
た
に
４
２
５
億
円

の
追
加
投
資
を
行
い
、
第
二

生
産
棟
を
建
設
す
る
＝
写

真
。
第
一
生
産
棟
は
２
０
２

５
年
４
月
か
ら
、
第
二
生
産

棟
は
２
０
２
７
年
４
月
か
ら

順
次
稼
働
を
予
定
し
て
い

る
。

　
Ｆ
Ａ
制
御
シ
ス
テ
ム
市
場

は
、
Ｅ
Ｖ
や
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
バ
ッ
テ
リ
な
ど
の
脱
炭
素

分
野
、
半
導
体
・
電
子
部
品

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
関
連
分
野

な
ど
を
中
心
に
中
長
期
的
な

需
要
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

今
回
の
設
備
投
資
は
そ
れ
に

対
応
す
る
も
の
で
、
名
古
屋

製
作
所
の
尾
張
旭
地
区
に
建

設
を
進
め
て
い
る
第
一
生
産

棟
に
加
え
、
今
回
、
同
敷
地

内
に
新
た
に
第
二
生
産
棟
を

建
設
し
、
生
産
能
力
の
増
強

を
図
る
こ
と
で
、
Ｆ
Ａ
制
御

シ
ス
テ
ム
製
品
の
生
産
体
制

を
強
化
す
る
。

三菱電機名古屋製作所

425億円を追加投資
尾張新工場に第２生産棟
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力
電
圧
・
電
流
の
低
リ
ッ
プ

ル
化
や
高
速
応
答
、
高
精
度

に
よ
っ
て
要
求
の
厳
し
い
評

価
試
験
に
も
対
応
可
能
。
豊

富
な
通
信
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
、
定
電
力
制
御
、
国
際
的

な
安
全
規
格
な
ど
を
標
準
で

装
備
し
て
い
る
。

　
新
製
品
の
７
・
５
kW
モ
デ

ル
は
、
出
力
電
圧
１
０
０
０

Ｖ
、
１
５
０
０
Ｖ
を
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
。
高
さ
１
Ｕ
で
、
従

来
モ
デ
ル
よ
り
高
い
電
力
密

度
を
実
現
し
て
い
る
。
ま
た

今
夏
リ
リ
ー
ス
予
定
の
大
容

量
拡
張
モ
デ
ル
Ｇ
Ｓ
Ｐ
Ｌ

15 

kW
モ
デ
ル
は
高
さ
２
Ｕ
、

Ｇ
Ｓ
Ｐ
Ｌ
22
・
５
kW
モ
デ
ル

は
高
さ
３
Ｕ
で
、
い
ず
れ
も

業
界
最
小
ク
ラ
ス
の
サ
イ
ズ

で
設
置
ス
ペ
ー
ス
の
削
減
が

可
能
。

　
主
な
用
途
は
計
測
機
器
、

工
業
用
自
動
機
器
、文
教
・

大
学
研
究
機
器
、
自
動
車
関

連
検
査
機
器
、
半
導
体
製
造

装
置
、
バ
ッ
テ
リ
ー
充
電
機

器
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
入
力
電
圧
の
異

な
る
照
明
を
使
う
場
合
、
そ

れ
ぞ
れ
に
サ
イ
ズ
や
仕
様
が

異
な
る
専
用
電
源
が
必
要
だ

っ
た
が
、
同
製
品
は
出
力
電

圧
12
Ｖ
を
２
ｃ
ｈ
、
24
Ｖ
を

２
ｃ
ｈ
ず
つ
備
え
、
１
台
で

対
応
可
能
。
調
光
も
、
汎
用

照
明
で
利
用
さ
れ
る
「
Ｐ
Ｗ

Ｍ
調
光
」
、
ラ
イ
ン
照
明
に

最
適
な
「
定
電
圧
調
光
」
、

高
輝
度
発
光
が
可
能
な
「
ス

ト
ロ
ボ
オ
ー
バ
ー
ド
ラ
イ

ブ
」
の
３
つ
に
対
応
し
、
多

様
な
照
明
を
混
在
し
て
接
続

で
き
、
１
台
で
さ
ま
ざ
ま
な

検
査
用
途
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
。

　
上
位
Ｐ
Ｌ
Ｃ
と
の
接
続
も

イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
通
信
に
統
一

で
き
、
省
配
線
を
実
現
。
最

大
容
量
１
６
０
Ｗ
で
最
大
４

台
ま
で
連
結
で
き
、
計
16
チ

ャ
ン
ネ
ル
の
照
明
を
制
御
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
シ
ー
シ
ー
エ
ス
は
、
干
渉

縞
検
査
用
の
照
明
「
Ｌ
Ｄ
Ｆ

―
Ｎ
Ｂ
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売

し
た
。

　
同
製
品
は
、
干
渉
縞
の
発

生
に
適
し
た
ス
ペ
ク
ト
ル
幅

を
持
つ
レ
ー
ザ
ー
ダ
イ
オ
ー

ド
を
採
用
し
、
独
自
の
光
学

設
計
で
ス
ペ
ッ
ク
ル
ノ
イ
ズ

を
低
減
し
て
発
光
面
の
均
一

度
を
高
め
た
検
査
用
照
明
。

フ
ィ
ル
ム
や
半
導
体
、
ガ
ラ

ス
な
ど
の
製
造
で
行
わ
れ

る
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
工
程
で

の
塗
布
の
ム
ラ
や
有
無
検
出

で
は
、
従
来
は
三
波
長
蛍
光

灯
や
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
等

の
光
源
が
使
用
さ
れ
て
き
た

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
等
の

観
点
か
ら
蛍
光
灯
や
ラ
ン
プ

の
生
産
中
止
が
相
次
い
で
お

り
、
そ
れ
ら
の
代
替
に
適
し

て
い
る
。

　
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
、
バ
ー

タ
イ
プ
形
状
の
発
光
面
サ
イ

ズ
２
０
０
㍉
㍍
×
20
㍉
㍍
、

レ
ー
ザ
ー
の
波
長
は
６
５
８

㌨
㍍
（
赤
）
、
５
２
０
㌨
㍍

（
緑
）
、
４
５
０
㌨
㍍

（
青
）
と
、
６
５
８
㌨
㍍
、

５
２
０
㌨
㍍
、
４
５
０
㌨
㍍

を
混
合
で
き
る
Ｒ
Ｇ
Ｂ
の
４

　
ニ
デ
ッ
ク
ア
ド
バ
ン
ス
ド

モ
ー
タ
は
、
防
塵
・
防
水
機

能
を
備
え
た
静
音
フ
ァ
ン

「
Ｄ
１
２
２
５
Ｒ
」
シ
リ
ー

ズ
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
内
部
構
造
に

樹
脂
モ
ー
ル
ド
を
採
用
し
、

防
塵
・
防
水
等
級
Ｉ
Ｐ
68
に

対
応
し
、
屋
外
の
厳
し
い
環

境
下
で
使
用
で
き
る
。
静
音

性
も
、
最
大
風
量
付
近
ま
で

騒
音
が
大
き
く
な
ら
な
い
特

性
を
持
ち
、
通
信
基
地
局
や

Ｅ
Ｖ
充
電
器
な
ど
屋
外
に
設

置
さ
れ
る
機
器
の
冷
却
用
途

に
最
適
と
な
っ
て
い
る
。

超
偏
平
ア
ク
チ
ュ

エ
ー
タ
を
発
売

　
ニ
デ
ッ
ク
ド
ラ
イ
ブ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
は
、
薄
型
・
軽
量

を
特
徴
と
す
る
精
密
制
御
用

高
精
度
減
速
機
「
Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｘ

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
」
に
、
薄
型
の
ア

キ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ッ
ク
ス
構
造

（
Ａ
Ｆ
Ｍ
）
の
モ
ー
タ
を
一

体
化
さ
せ
た
「
超
偏
平
ア
ク

ー
タ
ー
駆
動
の
高
速
・
高
ト

ル
ク
で
、
移
動
量
が
多
い
位

置
決
め
用
途
や
連
続
運
転
の

用
途
に
最
適
。
基
本
操
作
は

Ａ
Ｚ
シ
リ
ー
ズ
搭
載
と
同
じ

で
、
同
一
の
装
置
内
で
の
併

用
も
容
易
。
ま
た
、
モ
ー
タ

ー
を
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
で
締
結

し
て
モ
ー
タ
ー
部
を
取
り
外

し
て
向
き
を
変
え
る
こ
と
が

で
き
、
ケ
ー
ブ
ル
引
き
出
し

方
向
を
変
更
で
き
、
設
置
の

柔
軟
性
を
高
め
て
い
る
。
中

空
ロ
ー
タ
リ
ー
ア
ク
チ
ュ
エ

ー
タ
、
ド
ラ
イ
バ
、
接
続
ケ

ー
ブ
ル
／
可
動
接
続
ケ
ー
ブ

ル
の
構
成
部
品
を
そ
れ
ぞ
れ

別
手
配
で
き
、
自
由
に
組
み

合
わ
せ
て
の
購
入
が
可
能
。

　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

は
、
バ
ッ
テ
リ
レ
ス
の
ア
ブ

ソ
リ
ュ
ー
ト
セ
ン
サ
を
搭
載

し
た
モ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

　
「
何
事
に
お
い
て
も
最
初
が

肝
心
」
で
あ
る
。
最
初
は
大
事

だ
か
ら
、
小
事
と
い
え
ど
も
軽

々
し
く
扱
っ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
を
さ

ら
に
深
読
み
す
る
と
、
何
事
を

や
る
に
も
最
初
は
大
き
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
最
初
か

ら
馬
力
を
出
し
て
も
空
回
り
し

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
そ
の
大
き

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
細
心
の
注
意

に
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
が
う
ま
く
運
ぶ
よ
う
に
な
れ

ば
、
力
の
か
け
方
が
分
か
る
の

で
力
任
せ
の
馬
力
を
出
し
て
も

事
は
う
ま
く
運
ぶ
と
い
う
と
い

う
解
釈
が
で
き
る
。

　
機
器
部
品
販
売
員
が
一
番
苦

手
と
す
る
の
は
、
新
規
客
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
新
し
く

Ｆ
Ａ
の
市
場
が
ス
タ
ー
ト
し
た

昭
和
の
頃
は
、
現
在
と
は
違
っ

て
飛
び
込
み
訪
問
に
際
し
、
新

規
客
は
わ
り
に
寛
容
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
情
報
や
デ
ー
タ
が

な
か
っ
た
か
ら
、
飛
び
込
み
訪

問
が
唯
一
の
手
段
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
。

　
新
規
客
側
が
寛
容
だ
っ
た
と

は
い
え
、
断
ら
れ
る
不
安
は
大

変
な
も
の
で
あ
っ
た
。
断
ら
れ

る
不
安
を
払
拭
し
よ
う
と
し
て

全
力
を
出
す
と
、
ど
う
し
て
も

販
売
側
の
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
長

所
に
熱
が
入
っ
て
し
ま
う
。
昭

和
時
代
の
販
売
員
は
何
度
か
痛

い
目
に
遭
い
な
が
ら
、
最
初
が

肝
心
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
現
在
の
販
売
環
境
は
飛
び
込

み
訪
問
は
許
さ
れ
な
い
し
、
飛

び
込
み
的
ア
ポ
取
り
は
非
常
に

難
し
い
。
し
た
が
っ
て
昭
和
時

代
の
よ
う
に
、
断
ら
れ
る
不
安

を
何
度
も
経
験
し
て
新
規
客
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
身
に

付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
現
在
の
販
売
環
境
で
新
規
客

を
訪
問
す
る
の
は
①
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
訪
問
や
用
件
の
依
頼
が

あ
っ
た
②
取
り
扱
い
メ
ー
カ
ー

か
ら
の
紹
介
③
顧
客
の
同
僚
か

ら
の
紹
介
な
ど
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
昭
和
時
代
の

よ
う
に
新
規
客
に
自
力
で
初
回

の
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
で
は
な

く
、
他
力
で
初
回
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
④
自
力
で
や
る
と
す
れ
ば
、

現
在
の
顧
客
に
他
工
場
や
他
部

門
の
人
や
協
力
会
社
の
人
の
紹

介
を
頼
ん
で
、
そ
れ
が
実
現
し

た
時
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
紹
介
や
依
頼
と
い
う
ワ
ン

ク
ッ
シ
ョ
ン
あ
る
た
め
に
、
断

ら
れ
る
と
い
う
不
安
感
は
僅
か

な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
油
断

が
で
き
る
。

　
不
安
感
や
怖
さ
を
あ
ま
り
経

験
し
な
い
営
業
に
慣
れ
て
い
る

た
め
に
、
入
念
に
準
備
を
怠
っ

て
し
ま
う
。
機
器
部
品
の
市
場

で
は
、
最
新
の
商
品
資
料
や
取

扱
商
品
一
覧
が
あ
れ
ば
何
と
か

な
る
と
い
う
思
い
で
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で

は
新
規
客
に
当
初
か
ら
興
味
が

あ
る
か
な
い
か
と
突
き
付
け
て

い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

　
よ
ほ
ど
の
う
ま
い
タ
イ
ミ
ン

グ
に
出
合
わ
な
い
限
り
、
こ
と

は
う
ま
く
運
ば
な
い
。
国
益
を

守
り
、
相
手
の
国
に
譲
渡
を
迫

る
外
交
交
渉
の
場
面
を
テ
レ
ビ

等
で
見
る
こ
と
が
あ
る
が
、
互

い
に
外
交
無
礼
の
応
酬
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。
外
交
交
渉
は
、

相
手
の
思
惑
が
ど
の
辺
り
に
あ

る
の
か
を
ま
ず
探
り
出
さ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
の
た
め
に
、
相
手
の
口
を

軽
く
さ
せ
る
外
交
辞
令
は
欠
か

せ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
新
規
客

へ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
プ
ロ
ー
チ

に
お
い
て
も
、
社
交
辞
令
は
欠

か
せ
な
い
の
だ
。
社
交
辞
令
は

相
手
の
気
持
ち
を
和
ま
せ
て
口

を
軽
く
し
て
く
れ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
が
取
っ
て
付
け
た
よ

う
な
お
世
辞
に
な
っ
て
し
ま
え

ば
逆
効
果
で
あ
る
。

　
社
交
辞
令
に
慣
れ
て
な
け
れ

ば
準
備
し
て
お
く
べ
き
で
あ

る
。
本
題
に
入
っ
て
情
熱
を
傾

け
て
商
品
等
の
ア
ピ
ー
ル
を
し

て
も
何
の
感
想
も
な
く
終
了
で

は
困
っ
て
し
ま
う
。
社
交
辞
令

が
生
き
て
い
れ
ば
感
想
は
も
ら

え
る
。
そ
れ
が
辛
辣
な
こ
と
で

あ
っ
て
も
、あ
り
が
た
い
の
だ
。

　
相
手
の
思
惑
を
知
る
糸
口
に

な
る
か
ら
だ
。
糸
口
を
た
ど
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続

け
れ
ば
、
お
も
し
ろ
い
事
実
に

も
当
た
る
。
そ
う
う
ま
く
は
い

か
な
く
て
も
、
も
う
一
度
ぐ
ら

い
会
っ
て
も
い
い
と
感
じ
て
く

れ
る
。
外
交
交
渉
は
何
回
も
回

数
を
重
ね
て
解
決
し
て
い
く
。

　
新
規
客
の
場
合
も
、
顧
客
に

し
て
い
く
と
き
の
基
本
的
な
流

れ
は
同
じ
で
あ
る
。
最
初
が
肝

心
で
あ
り
、
最
大
の
力
の
入
れ

ど
こ
ろ
は
社
交
辞
令
を
駆
使
し

て
話
題
の
糸
口
を
何
と
し
て
も

つ
か
む
こ
と
に
あ
る
。
安
易
に

営
業
側
の
商
品
等
の
話
に
頼
っ

て
い
け
な
い
。

�

新
規
客
の
訪
問
も「
最
初
が
肝
心
」

社
交
辞
令
は
気
持
ち
を
和
ま
せ
る

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ
ー
は
、
画

像
処
理
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

「
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、

１
機
種
で
出
力
電
圧
Ｄ
Ｃ
12
Ｖ
と
24
Ｖ

の
両
方
に
対
応
す
る
「
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｘ
―
１

６
０
１
２
２
４
□
４
」
を
発
売
す
る
。

多
機
能
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

出
力
12
／
24
Ｖ
両
対
応

オプテックス・エフエー

　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

は
、
中
空
ロ
ー
タ
リ
ー
ア
ク

チ
ュ
エ
ー
タ
「
Ｄ
Ｇ
Ⅱ
シ
リ

ー
ズ
」
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｃ
サ

ー
ボ
モ
ー
タ
ー
Ａ
Ｚ
Ｘ
シ
リ

ー
ズ
搭
載
機
種
＝
写
真
＝
を

追
加
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
バ
ッ
テ
リ
レ

ス
の
ア
ブ
ソ
リ
ュ
ー
ト
セ
ン

サ
搭
載
し
た
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
モ

オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

中
空
ロ
ー
タ
リ
ー
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー

搭
載

コ
ネ
ク
タ
タ
イ
プ

ギ
ヤ
ー
ド
４
種
追
加

「
α
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
　
Ａ
Ｚ
シ
リ

ー
ズ
」
の
コ
ネ
ク
タ
タ
イ
プ

に
４
種
類
の
ギ
ヤ
ー
ド
タ
イ

プ
（
Ｔ
Ｓ
／
直
交
軸
Ｆ
Ｃ
／

Ｐ
Ｓ
／
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
）
＝

写
真
＝
を
追
加
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
機
械
式
ア
ブ

ソ
リ
ュ
ー
ト
セ
ン
サ
を
搭
載

し
、
セ
ン
サ
内
の
歯
車
の
角

度
を
認
識
す
る
こ
と
で
位
置

情
報
を
検
出
し
、
基
準
と
な

る
原
点
か
ら
モ
ー
タ
ー
軸
で

プ
ラ
ス
　 

マ
イ
ナ
ス

９
０
０
回
転
（
１
８
０

０
回
転
分
）
の
絶
対
位
置
が

検
出
可
能
。

　
原
点
セ
ン
サ
や
リ
ミ
ッ
ト

セ
ン
サ
な
ど
外
部
セ
ン
サ
が

い
ら
ず
、
機
械
式
の
バ
ッ
テ

リ
レ
ス
で
運
転
中
の
電
源
遮

断
や
モ
ー
タ
ー
／
ド
ラ
イ
バ

間
の
ケ
ー
ブ
ル
外
れ
な
ど
が

あ
っ
て
も
、
位
置
情
報
を
保

持
。
ま
た
バ
ッ
テ
リ
の
交
換

が
不
要
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

手
間
や
コ
ス
ト
を
削
減
で
き

る
。

OPPX―1601224E4

Ｃ
Ｃ
Ｓ　

干
渉
縞
検
査
用
照
明

コ
ー
テ

ィ
ン
グ

塗
布
ム
ラ
可
視
化

種
。
用
途
に
応
じ
て
サ
イ
ズ

違
い
や
面
発
光
タ
イ
プ
、
同

軸
タ
イ
プ
な
ど
の
製
作
も
特

注
対
応
可
能
。

　
第
一
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

は
、
72
㍉
㍍
の
小
形
筐
体
に

逆
電
力
リ
レ
ー
と
電
力
計
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
デ
ジ
タ

ル
逆
電
力
リ
レ
ー
「
Ｄ
Ｒ
Ｐ

Ｒ
―
72
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
Ｒ
Ｐ
Ｒ

と
Ｕ
Ｐ
Ｒ
、
計
測
器
（
マ
ル

チ
メ
ー
タ
）
を
一
体
化
し
た

保
護
リ
レ
ー
（
保
護
継
電

器
）
。
自
家
消
費
型
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
負
荷
追
従

制
御
用
マ
ル
チ
メ
ー
タ
と
し

て
１
０
０
ｍ
ｓ
以
下
の
高
速

応
答
で
、
瞬
時
に
変
動
す
る

消
費
電
力
に
合
わ
せ
た
パ
ワ

ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
（
Ｐ
Ｃ

Ｓ
）
制
御
が
可
能
。

　
工
場
や
商
業
施
設
な
ど
の

売
電
電
力
を
抑
え
な
が
ら
、

逆
電
力
を
発
生
さ
せ
な
い
、

高
精
度
の
負
荷
追
従
型
自
家

消
費
型
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
実
現
で
き
る
。
ま
た
分

割
型
電
流
セ
ン
サ
に
よ
る
入

力
で
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

で
も
設
置
可
能
。
追
加
の
設

置
工
事
に
も
柔
軟
に
対
応
。

不
平
衡
負
荷
に
も
使
用
で
き

る
。

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
ラ
ム
ダ
は
、
直
流

安
定
化
電
源
（
プ
ロ
グ
ラ
マ

ブ
ル
）
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ

＋
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、

業
界
最
小
ク
ラ
ス
サ
イ
ズ
７

・
５
kW
モ
デ
ル
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｙ
Ｓ
＋
７
・
５
kW
」
を
発

売
し
た
。

　
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
高
電
力

密
度
化
、
高
性
能
化
を
実
現

し
た
直
流
安
定
化
電
源
（
プ

ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
）
で
、
最
大

効
率
90
％
以
上
の
高
効
率
設

計
で
環
境
負
荷
を
低
減
。
出

ニ
デ
ッ
ク　

静
音
フ
ァ
ン

Ｉ
Ｐ
68
防
塵
防
水

Ｔ
Ｄ
Ｋ
ラ
ム
ダ　

直
流
安
定
化
電
源

業
界
最
小
7.5‌

kW
モ
デ
ル

D1225R

超偏平アクチュエータ

DRPR―72

チ
ュ
エ
ー
タ
」を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
最
大
０
・
44

Ｗ
／
㌢
㍍
、
３
１
３
５
Ｗ
／

㌔
㌘
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が

大
き
く
、
減
速
機
の
バ
ッ
ク

ラ
ッ
シ
ュ
が
低
い
た
め
起
動

時
の
衝
撃
を
抑
制
可
能
。
パ

第
一
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

デ
ジ
タ
ル
逆
電
力
リ
レ
ー

72
㎜
小
形
ボ
デ
ィ

「San Ace 40L」9LGタイプ

ワ
ー
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
な
ど

軽
薄
短
小
の
ア
ク
チ
ュ
エ
ー

タ
を
求
め
る
用
途
に
最
適
。

長
寿
命
フ
ァ
ン

高
静
圧
と
風
量

山
洋
電
気

　
山
洋
電
気
は
、
業
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
高
静
圧
、
高
風

量
を
実
現
し
た
□
40
×
28
㍉

㍍
厚
の
長
寿
命
フ
ァ
ン
「
Ｓ

ａ
ｎ
　
Ａ
ｃ
ｅ
　
40
Ｌ
」
９

Ｌ
Ｇ
タ
イ
プ
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
最
大
静
圧
は

１
７
８
０
Ｐ
ａ
、
最
大
風
量

は
０
・
93
立
方
㍍
／
ｍ
ｉ
ｎ

の
高
静
圧
、
高
風
量
で
、
従

来
品
と
比
べ
て
最
大
静
圧
は

約
８
・
６
倍
、
最
大
風
量
は

約
１
・
８
倍
に
向
上
。
Ｐ
Ｗ

Ｍ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
で
フ

ァ
ン
の
回
転
速
度
を
制
御
で

き
、
装
置
の
低
騒
音
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
が
可
能
。
サ
ー

バ
、
通
信
機
器
、
通
信
用
電

源
な
ど
の
冷
却
に
最
適
設
計

と
な
っ
て
い
る
。

LDF―NB
シリーズ

GENESYS+7.5kW

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A



（3）　　　２０２３年（令和５年）６月２８日

FA業界掲示板� オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/topics/

ップで利用できるFAポイントを1万ポイント進呈。9
月末までに注文すると、さらに1万ポイントを加算す
る。

■�TDKラムダ、電源を簡単に選定するための「スイッ
チング電源セレクションガイド」をリニューアル

　TDKラムダは、多彩な形状と幅広い電力ラインア
ップのスイッチング電源を展開しており、用途に応じ
た最適な製品を選ぶためのWEBサイト「スイッチン
グ電源セレクションガイド」をリニューアルして公開
した。画面上の選択肢を選択していくことで最適な製
品が出てくるようになっている。

■�コンテック、技術コラム「計測制御分野におけるAI
（人工知能）の活用」公開

　コンテックは、技術コラム「計測制御分野における
AI（人工知能）の活用」を公開した。
　認知度が広まってきており、さまざまな企業で活用
されつつあるAI（人工知能）について、製造現場で
もAI（人工知能）を用いて自動化による生産性の向
上など様々な課題を解決することが期待されるなか、
AI（人工知能）の計測制御分野での活用についてサ
ンプルプログラムを例に解説している。

■�ルネサス、オーストリアの無線特化の半導体メーカ
ー・Panthronics社の買収完了

　ルネサスエレクトロニクスは、オーストリアの高性
能ワイヤレス製品に特化したファブレス半導体企業
Panthronics AGの買収を完了した。あわせてルネサ
ス製品とPanthronics社のNFC技術で構成されたソリ
ューション「ウィニング・コンビネーション」の提供
を開始した。スマートNFCアクセス制御システム、
モバイルPOS端末、電気自動車（EV）充電器用高性
能ウォールボックス、従量制電気自動車（EV）充電
ステーション、単相電力メータ、グリーン産業革命に
向けた3相スマート電力メータ、シングルボードコン
ピュータ、高性能ヒューマンマシンインターフェース
（HMI）システム、ホームアプライアンス用ヒュー
マンマシンインターフェース（HMI）ソリューショ
ン、IoT通信ゲートウェイハブ、超低消費電力Wi-Fi
とBluetooth Low Energy搭載のスマートロック、個
人用安全トラッカー、NFC認証を備えたプリンタコ
ントロールパネルの13種類。

■�日立産機システム、ファクトリーエネルギーマネジ
メントのブランド名を「SANFEMS neo」に

　日立産機システムは、同社が提供するファクトリー
エネルギーマネジメントに関するシステムとソリュー
ションの事業ブランド名を、日立産機システムの
SANとFactory Energy Management Systemの頭文
字を組み合わせた「SANFEMS neo（サンフェムス
ネオ）」に統一した。
　 こ れ ま で 配 電 ・ ユ ー テ ィ リ テ ィ 監 視 シ ス テ ム
「H-NET（エイチネット）」、特高受変電設備監視
制御システム「ES-MACS（イーエスマックス）」、
工 場 エ ネ ル ギ ー の ト ー タ ル 監 視 シ ス テ ム
「SANFEMS（サンフェムス）」、欧州を中心とし
た顧客協創型エネルギー削減ビジネス「H-Vision
（エイチビジョン）」を展開してきたが、今後はこれ
らを「SANFEMS neo」に統合する。

■�ボッシュレックスロス、インバータ納期問題に対し
て国内在庫で対応可能

　ボッシュレックスロスは、いまも続くインバータの
納期問題に対し、グループのネットワークを通じての
部品調達等を活かし、国内在庫を持って安定供給を可
能にしている。
　同社は、単相200V（定格容量0.4～2.2kW）、3相
200V（0.4～11kW）、3相400V（0.4～160kW）の
最大160kWまでの幅広い製品ラインアップを揃え、
オプション製品も産業用イーサネット規格、I/Oイン
ターフェースに対応できるオプション・モジュールを
用意し、さまざまなアプリケーションに対応が可能。

■�三菱電機、Youtubeで名古屋製作所新城工場の工場
見学動画を公開　三相モータの製造工場

　 三 菱 電 機 は 、 Y o u t u b e の 「 M I T S U B I S H I 
ELECTRIC Factory Automation」チャンネルで、三
相モータの製造工場で
ある名古屋製作所新城
工 場 の 工 場 見 学 動 画
「【工場見学】三菱電
機「三相モータ」がで
きるまで」を公開した。
　三相モータはインフラ設備からテーマパークまで、
幅広く装置の動力源として使用されており、同社の伝
統の生産技術とe-F@ctoryを用いた最先端の生産技術
の融合を映像で紹介している。

■�三菱電機、家電リサイクルで回収した再生プラスチ
ックをセンサー用無線通信端末に初採用

　三菱電機は、家電リサイクルで回収したポリカーボ
ネート系プラスチック（PC/ABS）を耐久性と難燃性
を確保したプラスチックとして再生化することに成功
し、ガス検針システム等に活用が進められているセン
サー用無線通信端末に採用した。これによりセンサー
用無線通信端末の部材での新規使用プラスチック量を
約70％削減した。

■�安川電機、7月5日〜「ロボット産業マッチングフ
ェア北九州2023」出展

　安川電機は、7月5日から7月7日まで西日本総合展
示場新館（北九州市小倉北区）で開催される「ロボッ
ト産業マッチングフェア北九州2023」に出展する。
ブース（R-01）では、ロボットの最新技術や産学官
連携の取り組みなどについて紹介するほか、人協働ロ
ボットの操作を体験できるコーナーも設置する。
　主な展示品は、いちご選果ロボットによるデモ、
【新製品】MOTOMAN-Craft、人協働ロボット
MOTOMAN-HC10DTPハンドキャリータイプ操作体
験、産業用ロボットMOTOMAN、人協働ロボット
MOTOMANシリーズ展示、ACサーボドライブΣ-X
シャーペン芯回しデモ機、エコPMモータフラットタ
イプ、安川インバータでできる省エネ事例紹介、【新
製品】自家消費型太陽光発電用パワーコンディショナ
Enewell-SOL P3Aなど。

■�ユニバーサルロボット、中部・九州地域の販売・サ
ポート体制を強化

　ユニバーサルロボットは、販売代理店として中央工
機（愛知県名古屋市）と契約を締結し、認定システム
インテグレータ（SIer）として、中部地域のマクシス
エンジニアリング（愛知県名古屋市）と日晃オートメ
（岐阜県各務原市）、九州地域の協和商工（福岡県福
岡市）とマイスティア（熊本県上益城郡）を新たに認
定し、中部・九州地域における販売・システム構築サ
ポート体制を強化した。

■�オプテックス・エフエー、12月15日まで印字検査
セット割キャンペーンを実施

　オプテックス・エフエーは、2023年12月15日ま
で、印字検査用画像センサGVSーOCRシリーズを特

セミナー・イベント情報
■�ユニバーサルロボット、7月26・28日に愛知県でプ
ライベート展「UR協働ロボットフェア2023」。ト
ヨタ事例講演も

　ユニバーサルロボットは、7月26・28日にウインク
あいち（愛知県産業労働センター）でプライベート展
示会「UR協働ロボットフェア2023」を開催する（参
加無料）。
　特別講演では、トヨタ自動車株式会社モノづくりエ
ンジニアリング部要素技術開発室主任門脇岳史氏（ト
ヨタ自動車ロボット連絡会事務局）による「トヨタ自
動車における協働ロボットの安全対策（リスクアセス
メント）と倣い組付等活用事例の紹介」、愛同工業代
表取締役社長渡辺裕介氏による「協働ロボットと共存
共栄する社会に向けて-50台以上の協働ロボットを導
入した中小製造業においての取り組み-」、カヤバオ
ートモーティブコンポーネンツ事業本部サスペンショ
ン事業部生産技術部係長酒井一生氏による「実装工程
におけるURロボットを用いた省スペースな自動化の
取り組みについて」を実施。このほか協働ロボットと
周辺機器・ロボットシステムの最新情報に加えて、ユ
ーザーによる特別講演、セミナープログラム、個別相
談会、体験コーナーなど豊富なコンテンツを用意して
いる。

■�EPLAN、7月11日ウェビナー「ワイヤハーネス設計
EPLAN Harness proDデモセミナー」

　EPLANは、7月11日10時30分からウェビナー「ワ
イヤハーネス設計EPLAN Harness proD製品デモセ
ミナー」を開催する。機械設計からデータを取り込
み、Harness proDでハーネス設計を行い、電気設計
データと連携しているとできること、していなくでも
できること、設計変更があった場合どうなるのかなど
デモを通して紹介する。参加無料。

■�オプテックス・エフエー、7月11―14日ウェビナー
「オンライン研修WEEK2023」。受講エントリー
開始

　オプテックス・エフエーは、7月11日から14日にか
けて行うウェビナー「全6講座FAの基礎がよくわか
る ！ 新 人 ・ 新 担 当 者 向 け 　 オ ン ラ イ ン 研 修
WEEK2023」の受講受付を開始した。画像センサの
基礎講座、変位センサの基礎講座など全6講座を予定
し、これからFAセンサ・非接触温度計・画像センサ
・画像処理用照明を使う人、あらためて基礎知識を学
びたい人にとって分かりやすい内容となっている。参
加費無料。

移転・オープン

■�ミマキエンジニアリング、ベトナム販売子会社を設
立

　ミマキエンジニアリングは、ベトナムに販売子会社
「MIMAKI VIETNAM CO.,LTD.」を設立した。こ
れまでベトナムはシンガポール販売子会社が担当して
いたが、ベトナム国内市場の成長を鑑みて開設。現地
で販売店のネットワーク強化やサービストレーニン
グ、ユーザーサポート等を行い、さらにデモセンター
としての機能も持たせて販促に取り組む。

人事
■�オムロンエフエーストア新社長に下小牧氏、オムロ
ンスイッチアンドデバイス新社長に大東氏

　オムロンは関係会社の人事異動を発表した。オムロ
ンエフエーストアの新たな代表取締役社長に、現オム
ロンインダストリアルオートメーションビジネスカン
パニーソリューション営業本部の下小牧義文氏が、オ

ムロンスイッチアンドデバイスの新たな代表取締役社
長に、現オムロンオートモーティブエレクトロニクス
イタリア代表取締役社長の大東博之氏が就任した。

■�IDEC、取締役上席執行役員に舩木崇雄氏
　IDECは、取締役・執行役員人事を発表した。常務
執行役員生産・北米事業担当IDEC CORPORATION 
Director APEM Inc.（USA）Presidentの舩木崇雄
氏が、6月16日付で取締役上席執行役員生産・購買
S C M ・ 北 米 事 業 担 当 I D E C  C O R P O R A T I O N 
Director APEM Inc.（USA）Presidentに、執行役
員APEM担当Marc Enjalbert氏が、7月1日付で執行
役員APEM・生産担当となる。

価格改定
■�指月電機製作所、電力用コンデンサ設備と関連機器
の価格改定

　指月電機製作所は、2023年8月1日から電力用コン
デンサ設備と関連機器について15%増の価格改定を行
う。対象機器は、高圧進相コンデンサ（油入式・ガス
封入式）、高圧進相コンデンサ用直列リアクトル（油
入式・乾式モールド）、低圧進相コンデンサ（油入式
・乾式）、低圧進相コンデンサ用直列リアクトル（乾
式）、サージ吸収用コンデンサ・接地補填用コンデン
サ、放電コイル（高圧用・低圧用）と付属品、低圧進
相コンデンサ設備（LBシリーズ・V-Pac）、高圧進
相コンデンサ設備（Q-PACシリーズ）、高調波フィ
ルタ（アダクティブフィルタ・LCフィルタ）、瞬時
電圧低下補填装置（SBシリーズ・VBシリーズ）。

■�東芝、配電用変圧器等の価格改定
　東芝インフラシステムズと東芝産業機器システム
は、2023年7月1日から配電用変圧器等の価格を改定
する。対象機種と価格改定率は、トップランナー油入
変圧器2014Sシリーズ、トップランナーモールド変圧
器2014TOSMOLDTM NFシリーズ、指定付属品と
これら以外の受注生産対応機種、高圧進相コンデン
サ、直列リアクトルと指定付属品が30%値上げとなる。

■�パトライト、回転灯・表示灯や電子音報知機など価
格改定

　パトライトは、7月1日注文受付分から、回転灯・
表示灯や電子音報知機などの価格を改定する。
　対象製品と改定率（カッコ内）は、回転灯・表示灯
SF/SKH/SKP/SKS/SL（5%）、ネットワーク対応
製品NH-FB/NHB/NHV/LA6POE（10%）、ワイヤ
レス・データ通信システムWD（20%）、電子音報知
機（光一体型含む）BD/BK/BM/EHS/LKEH/RFT/
RT（10%）、音声合成報知機（光一体型含む）
BDV/BKV/BSV/EHV/FV/LKEH-V/RFV、PV/
RT-V/SPB/SPL/SPW（10%）、LED表示器VM96F
（20%）、その他各種オプション品（10～20%）。

生産終了
■�東洋技研、ボタンチューブ・クリアタイプ販売中止
　東洋技研は、2023年7月28日の受注分をもってボタ
ンチューブ・クリアタイプの販売を中止する。対象製
品は、ボタンチューブ・クリアタイプTSK-10C、
TSK-15C、TSK-20C、TSK-25C、TSK-30C、TSK-
40C、TSK-50C、TSK-70C、TSK-100C。代替品はなし。

■�篠原電機、NKB電線結束バンドの一部製品を生産
終了

　篠原電機は、2023年9月30日出荷分をもって、
NKB電線結束バンド「NKB-140H」（梱包単位：
100本/袋）を生産終了する。代替機種は、同じ仕様
で梱包単位が1000本/袋のNKB-140。
　なおその他類似品のNKB-100HとNKB-190H（い
ずれも100本/袋）は今後も生産を継続する。

別価格で提供する
「印字検査セット
割キャンペーン」
を実施している。
　カメラ1台セッ
トの「トライアル
セット」は、カメ
ラ1台と電源ケー
ブル1本、モニタ
1台、モニタ通信
ケーブル1本のセ
ットで34万8000
円。さらに各種ビ
ジネスグッズとの
交換やネットショ
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た
場
合
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
や
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ａ
を
使
う
の
は
本
当
に
一
部

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
実
際
の
設
計
の
最

上
位
に
位
置
す
る
図
面
作
成
に
お
い

て
は
、
組
図
を
頂
点
と
し
た
部
品
図

の
構
成
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
で

す
。

　
そ
れ
を
調
達
部
品
と
し
て
手
配
す

る
の
か
、
そ
れ
と
も
自
社
や
グ
ル
ー

プ
会
社
、
委
託
先
な
ど
で
製
作
す
る

の
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　
各
形
状
を
モ
デ
ル
で
描
写
す
る
に

あ
た
り
、
本
当
に
そ
れ
が
機
械
強
度

的
に
問
題
な
い
の
か
、
に
つ
い
て
は

モ
デ
ル
を
作
っ
た
際
に
、
拘
束
条
件

や
境
界
条
件
を
最
適
化
し
た
上
で
、

生
じ
る
最
大
応
力
（
主
に
は
ス
カ
ラ

ー
量
で
あ
る
Ｍ
ｉ
ｅ
ｓ
ｅ
ｓ
応
力
）

を
算
出
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
結
果
と
当
該
製
品
に
使
用
さ
れ

る
材
料
デ
ー
タ
、
よ
り
正
確
に
は
動

的
疲
労
試
験
で
得
ら
れ
た
Ｓ
Ｎ
線
図

や
複
数
の
応
力
比
で
得
ら
れ
た
Ｇ
ｏ

ｏ
ｄ
ｍ
ａ
ｎ
線
図
と
比
較
の
上
、
そ

の
材
料
を
用
い
た
場
合
の
製
品
成
立

性
を
評
価
す
る
と
い
う
材
料
力
学
の

力
も
必
要
で
す
。

　
さ
ら
に
は
そ
の
妥
当
性
を
統
計
学

を
用
い
な
が
ら
検
証
す
る
と
い
う
意

味
で
は
、
数
学
力
も
必
要
で
す
。
こ

の
数
学
力
は
、
組
図
を
作
る
場
合
、

各
子
部
品
が
干
渉
や
ガ
タ
の
問
題
な

く
組
め
る
の
か
と
い
う
公
差
設
定

と
、
そ
の
公
差
の
成
立
性
を
検
証
す

る
と
い
う
の
に
も
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
製
品
が
機
械
加
工
の

場
合
、
加
工
条
件
を
ど
う
す
れ
ば
最

適
化
で
き
る
の
か
、
と
い
う
工
程
に

関
す
る
知
見
や
、
材
料
に
熱
処
理
や

表
面
処
理
等
は
必
要
か
と
い
う
材
料

に
関
す
る
知
見
、
加
工
後
の
製
品
品

質
に
問
題
が
無
い
か
と
い
う
こ
と
を

浸
透
探
傷
や
超
音
波
、
Ｘ
線
な
ど
の

非
破
壊
検
査
、
品
質
を
安
定
化
さ
せ

る
た
め
の
品
質
保
証
に
関
す
る
知
見

も
必
要
で
し
ょ
う
。

　
機
械
設
計
と
い
う
「
技
術
的
な
業

務
だ
け
」
を
見
て
も
、
一
連
の
流
れ

は
か
な
り
幅
広
い
こ
と
が
わ
か
る
と

思
い
ま
す
。
つ
ま
り
分
業
力
最
大
の

弊
害
は
、
「
自
分
の
行
う
業
務
領
域

の
こ
と
以
外
は
全
く
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
状
況
に
よ
る
最
大
の
課
題

は
、
前
述
の
状
況
を
自
ら
の
力
で
打

開
す
る
の
で
は
な
く
、
「
わ
か
ら
な

い
こ
と
を
委
託
で
進
め
る
こ
と
で
自

ら
考
え
る
こ
と
や
め
て
し
ま
う
」
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
技
術
者
と
し
て

は
致
命
的
で
す
。

　
効
率
や
べ
き
論
だ
け
を
か
ざ
し
、

電
話
で
依
頼
だ
け
を
行
う
よ
う
な
評

論
技
術
者
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
は
多
く

の
大
企
業
で
抱
え
る
技
術
者
育
成
に

関
す
る
課
題
と
も
い
え
ま
す
。

中
小
企
業
の
技
術
者
に

求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
と

そ
の
弊
害

　
一
方
で
規
模
の
小
さ
い
技
術
者
は

大
企
業
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
「
深
化
力
と
拡
大

力
」
で
す
。
よ
り
具
体
的
な
技
術
者

の
ス
キ
ル
と
し
て
言
い
換
え
る
と
、

　
「
主
業
務
で
培
っ
た
技
術
的
な
知

恵
の
確
立
を
中
心
と
し
た
周
辺
技
術

の
知
見
習
得
」
で
す
。
中
小
企
業
で

は
何
で
も
や
る
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー

的
な
技
術
者
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え

る
方
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は

間
違
い
で
す
。

　
技
術
者
が
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー
を

目
指
す
と
ど
れ
も
中
途
半
端
に
な
る

か
ら
で
す
。
で
は
中
小
企
業
の
技
術

者
に
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
は
何
か
と

い
う
と
、
２
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

ま
ず
最
初
は
「
深
化
力
」
で
す
。

　
目
の
前
の
業
務
に
没
頭
し
、
ま
ず

は
そ
の
業
務
の
事
を
頭
だ
け
で
な
く

体
で
理
解
し
、
技
術
的
な
仕
事
と
は

何
か
の
一
つ
の
業
務
経
験
を
集
中
し

て
積
む
の
で
す
。
徹
底
的
に
深
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
、
口
を
動
か
す
よ
り
も
、

頭
と
体
を
動
か
し
、
徹
底
的
な
実
践

力
を
身
に
付
け
る
の
が
肝
要
で
す
。

こ
う
す
る
こ
と
で
「
単
に
知
っ
て
い

る
と
い
う
知
識
」
か
ら
「
具
体
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
へ
の
落
と
し
込
み
ま
で

考
え
ら
れ
る
知
恵
」
へ
と
進
化
し
ま

す
。

周辺技術学び視野広げる
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こ
れ
が
大
変
重
要
で
す
。
た
だ
、

注
意
点
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
で
き

る
の
は
若
い
う
ち
だ
け
で
す
。
ず
っ

と
一
本
足
打
法
を
続
け
る
と
、
二
足

歩
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
他
の
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で

す
。

　
年
齢
を
重
ね
る
程
、
こ
の
傾
向
が

強
ま
る
た
め
、
年
齢
的
に
は
20
代
の

中
盤
ま
で
に
は
必
ず
次
の
フ
ェ
ー
ズ

に
う
つ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
そ
し

て
何
か
し
ら
の
技
術
的
な
業
務
の
知

恵
を
み
に
つ
け
、
評
論
家
で
は
な

く
、
実
践
的
な
技
術
者
に
な
っ
て
き

た
と
こ
ろ
が
、
次
フ
ェ
ー
ズ
へ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
す
。

　
次
フ
ェ
ー
ズ
で
求
め
ら
れ
る
の

は
、
「
主
軸
と
な
っ
た
技
術
的
知
恵

を
広
げ
る
」
と
い
う
業
務
経
験
で

す
。
い
わ
ゆ
る
周
辺
技
術
に
関
す
る

業
務
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
今
ま
で
機
械
加
工
の
現

場
だ
け
を
や
っ
て
い
た
の
で
あ
れ

ば
、
加
工
用
の
モ
デ
ル
作
成
に
つ
い

て
経
験
す
る
。

　
ま
た
は
加
工
の
後
工
程
の
寸
法
検

査
や
非
破
壊
検
査
を
経
験
す
る
、
と

い
う
の
は
そ
の
一
例
で
す
。
研
究
開

発
の
場
合
、
今
ま
で
材
料
の
研
究
開

発
だ
け
を
や
っ
て
い
た
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
川
下
に
あ
る
成
形
加
工
や

検
査
技
術
、
材
料
と
し
て
の
機
械
特

性
評
価
等
に
取
り
組
む
と
い
う
の
が

一
案
で
す
。

　
広
げ
る
際
は
実
務
が
で
き
る
こ
と

に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
知
恵
に
ま
で
落
と
し
込

め
ず
、
知
見
で
終
わ
っ
て
も
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も
、
「
一
つ

の
こ
と
を
突
き
詰
め
た
故
に
、
周
辺

の
こ
と
に
取
り
組
む
と
視
野
が
広
が

る
こ
と
で
新
し
い
発
見
が
あ
る
」
と

実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
な
の

で
す
。

　
船
の
帆
に
マ
ス
ト
を
張
る
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
帆
が
大
き
け
れ
ば
風
を
受

け
て
推
進
力
を
得
ら
れ
ま
す
が
、
そ

の
前
提
は
マ
ス
ト
で
あ
る
柱
が
太
く

長
い
と
い
う
の
が
前
提
と
い
え
ま

す
。
中
小
企
業
の
技
術
者
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
は
深
化
と
拡
大
を
す
す
め
、

船
の
帆
の
よ
う
な
形
に
す
る
こ
と
が

重
要
。

　
こ
の
よ
う
な
足
元
を
固
め
な
が
ら

広
げ
て
い
く
と
い
う
姿
勢
こ
そ
が
、

中
小
企
業
に
お
け
る
技
術
者
が
即
戦

力
に
な
っ
て
い
く
土
台
と
な
り
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
技
術
的
業
務
推
進

に
不
可
欠
な
、
物
事
を
多
角
的
に
み

る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
」
が
養
わ
れ
る
か

ら
で
す
。

　
そ
の
一
方
で
弊
害
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
「
人
的
に
余
裕
の
な
い
中

小
企
業
で
は
、
各
人
の
役
割
を
全
う

す
る
こ
と
に
対
す
る
圧
力
が
か
か
り

や
す
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
初
期

段
階
の
仕
事
を
深
め
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
大
き
な
反
発
は
起
き
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
よ
り
も
、
そ
の
周
辺
技
術
に

広
げ
て
い
こ
う
と
な
っ
た
段
階
で
、

「
な
ぜ
あ
の
技
術
者
は
自
ら
の
仕
事

と
関
係
な
い
よ
う
な
こ
と
を
や
る
の

だ
」
と
い
う
逆
風
に
吹
か
れ
る
は
ず

で
す
。

　
前
述
の
よ
う
な
逆
風
を
吹
か
せ
る

の
は
状
況
を
俯
瞰
的
に
み
て
い
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
よ
り
も
、
現
場
の
他
の

技
術
者
か
ら
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
逆
風
が
視
野
を
広
げ
よ
う

と
周
辺
技
術
に
取
り
組
む
技
術
者
に

と
っ
て
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、
視
野
を

広
げ
る
と
い
う
こ
と
を
や
め
、
中
小

企
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
企
業
の
よ

う
な
分
業
化
へ
と
ス
キ
ル
が
偏
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
は
、
周
辺

技
術
を
習
得
し
、
視
野
を
広
げ
る
と

い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
を
現
場
の
技
術
者
全
員
に
理
解

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

当
た
り
前
で
あ
る
社
風
と
い
う
土
壌

を
し
っ
か
り
と
醸
成
す
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
と
い
え
ま
す
。

　
中
小
企
業
の
技
術
者
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
際
の
ご
参
考

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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中
小
メ
ー
カ
ー
は
、

都
会
に
工
場
を
造
れ
。

工
場
の
立
地

急所90

人
と
設
備
で
ゆ
っ
く
り
と
ジ

ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
で
作
る

な
ら
、
場
所
は
小
さ
く
て
済

む
は
ず
で
す
。
都
会
に
立
地

す
る
メ
リ
ッ
ト
に
気
付
い
て

活
か
せ
る
よ
う
に
自
社
の
モ

ノ
づ
く
り
を
変
え
る
時
代
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
も
大
き
な
シ
ョ
ッ

ク
で
す
。
１
９
７
０
年
代
と

同
様
に
こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
ま
し
ょ
う
！

い
て
い
て
、
自
分
で
も
驚
い

て
い
ま
す
。半
世
紀
と
は
！
）

１
９
７
０
年
代
は
激
動
の
10

年
間
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
（
１
９

７
１
年
）
と
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
（
１
９
７
３
年
）
の
二
つ

が
起
き
た
か
ら
で
す
。

　
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
前
の
為
替

レ
ー
ト
は
固
定
相
場
制
で
１

㌦
＝
３
６
０
円
で
し
た
。
こ

の
レ
ー
ト
で
日
本
は
輸
出
を

伸
ば
し
て
い
ま
し
た
が
、
変

動
相
場
制
に
変
わ
り
円
高
が

進
め
ば
、
日
本
の
輸
出
産
業

は
壊
滅
す
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
恐
れ
が
生
ま
れ
た
そ

う
で
す
。
そ
し
て
そ
の
次
に

石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
来
て
、
原

油
価
格
が
大
幅
に
上
が
り
、

紙
が
不
足
す
る
と
い
う
憶
測

か
ら
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

が
買
い
占
め
ら
れ
る
と
い
う

社
会
現
象
が
起
き
ま
し
た

（
確
か
に
大
変
で
し
た
が
、

実
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま

し
た
）
。
し
か
し
日
本
は
カ

イ
ゼ
ン
で
コ
ス
ト
を
下
げ
、

省
エ
ネ
に
か
じ
を
切
り
、
こ

の
ピ
ン
チ
を
乗
り
切
り
、
さ

ら
に
力
を
付
け
ま
し
た
。
モ

ノ
づ
く
り
で
は
、
ト
ヨ
タ
生

産
シ
ス
テ
ム
の
活
用
な
ど
で

世
界
的
な
競
争
力
を
付
け
規

模
を
拡
大
し
て
利
益
を
上
げ

ま
し
た
。
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン

ス
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
そ
の
流
れ
で
、
こ
れ
ま
で

工
場
は
広
く
て
安
い
土
地
を

求
め
て
地
方
へ
地
方
へ
と
移

っ
て
い
き
ま
し
た
。
良
い
製

品
を
安
く
速
く
作
る
に
は
、

大
き
な
設
備
が
置
け
る
広
さ

や
コ
ス
ト
の
安
さ
は
非
常
に

重
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
延
長
で
、
さ
ら
に
安
い

土
地
、
安
い
人
件
費
を
求
め

て
大
企
業
を
中
心
に
、
こ
ぞ

っ
て
海
外
に
工
場
が
移
さ
れ

ま
し
た
。

　
し
か
し
世
の
中
は
ド
ン
ド

ン
変
わ
り
ま
す
。
当
時
と
比

べ
る
と
モ
ノ
は
行
き
わ
た

り
、
使
い
捨
て
も
許
さ
れ
な

い
時
代
で
す
。
そ
こ
で
、
も

し
こ
れ
か
ら
中
小
企
業
で
多

品
種
変
量
生
産
を
す
る
の
な

ら
、
考
え
方
は
別
に
な
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
地
方
に
い

る
と
お
客
さ
ま
が
望
む
も

の
、
こ
れ
か
ら
何
が
売
れ
る

よ
う
に
な
る
か
と
い
っ
た
感

覚
的
な
こ
と
も
含
め
て
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
情
報
は
入
り
に

く
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は

人
が
た
く
さ
ん
い
る
都
会
で

な
い
と
情
報
オ
ン
チ
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
お
客
さ
ま
が
望
む
モ
ノ

を
、
多
能
工
化
し
た
最
小
の

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」
、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

https://www.kaizenproject.
jp/

�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所

　
私
が
社
会
人
に
な
っ
た
の

は
１
９
７
４
年
、
23
歳
の
時

で
す
。
そ
し
て
現
在
70
歳
で

す
か
ら
今
か
ら
約
50
年
前
、

約
半
世
紀
前
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
（
こ
の
文
章
を
書
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山
善
は
、
製
造
業
や
建
設

業
、
物
流
業
に
従
事
す
る
社

会
人
を
対
象
に
自
社
の
自
動

化
・
省
人
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
調
査
を
行
い
、
人

手
不
足
に
対
す
る
業
務
効
率

化
、
自
動
化
熱
が
高
ま
る
一

方
、
そ
の
取
り
組
み
は
鈍

く
、
自
社
の
自
動
化
に
「
満

足
せ
ず
」
が
７
割
超
、
目
標

進
捗
率
30
％
以
下
も
６
割
超

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
は
じ
め
に
、
「
自
社
の
働

き
方
改
革
で
求
め
る
改
革
」

に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、

46
・
０
％
が
「
労
働
時
間
の

短
縮
」
、
31
・
０
％
が
「
工

場
内
の
環
境
づ
く
り
（
室
温

・
空
気
な
ど
）
」
と
回
答
。

労
働
時
間
を
短
縮
す
る
た
め

に
業
務
効
率
を
上
げ
た
い
と

考
え
、
か
つ
労
働
環
境
を
良

く
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
う

意
見
が
上
位
を
占
め
た
。

　
続
い
て
「
自
社
で
抱
え
る

人
材
や
設
備
に
関
す
る
課

題
」
に
つ
い
て
は
、
61
・
１

％
が
「
人
手
不
足
」
、
52
・

３
％
が
「
人
材
の
高
齢
化
」

を
挙
げ
、
人
手
不
足
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の

退
職
に
よ
る
技
術
承
継
や
設

備
投
資
と
自
動
化
の
停
滞
も

３
割
超
の
回
答
は
あ
る
が
、

少
し
先
の
課
題
よ
り
も
目
の

前
の
課
題
の
方
に
目
が
向
い

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
自
社
で
抱
え
る
人
材
や

設
備
に
関
す
る
課
題
対
策
と

し
て
必
要
だ
と
思
う
こ
と
」

に
つ
い
て
は
、
「
無
駄
の
削

減
」
（
44
％
）
、
「
自
動
化

・
省
人
化
」
（
32
・
８
％
）

「
人
材
確
保
」
（
27
・
９

％
）
と
な
り
、
業
務
効
率
化

や
自
動
化
で
対
応
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

　
自
社
の
課
題
と
し
て
「
自

動
化
・
省
人
化
が
進
ま
な

い
」
と
い
う
回
答
者
に
対

し
、
そ
の
状
況
を
聞
く
と
、

自
動
化
に
「
取
り
組
ん
で
い

る
」
は
18
・
７
％
と
２
割
に

満
た
ず
、
「
検
討
を
し
て
い

る
」
も
26
・
８
％
。
「
取
り

組
む
予
定
は
な
い
」
が
23
・

２
％
、
「
分
か
ら
な
い
」
が

30
・
４
％
と
な
っ
た
。

　
「
取
り
組
ん
で
い
る
」
人

た
ち
の
自
動
化
の
満
足
度
、

目
標
に
対
す
る
進
捗
率
を
聞

く
と
、
72
・
４
％
の
人
が

「
満
足
し
て
い
な
い
」
と

し
、
「
満
足
し
て
い
る
」
は

９
・
４
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

さ
ら
に
目
標
進
捗
率
を
聞
く

と
、
30
％
以
下
が
６
割
超
を

占
め
、
50
％
以
下
で
は
85
％

と
な
り
、
各
業
種
で
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
に

加
え
、
取
り
組
ん
で
い
て
も

ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
考
え

る
方
が
多
数
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　
調
査
結
果
に
対
し
、
同
社

ト
ー
タ
ル
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｆ

Ｓ
）
支
社
技
術
サ
ポ
ー
ト
部

の
植
島
代
志
和
部
長
は
「
各

業
種
に
お
い
て
自
動
化
を
推

進
す
る
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感

し
た
。
ま
た
、
自
動
化
を
計

画
・
立
案
す
る
方
と
、
現
場

で
そ
れ
を
実
行
す
る
方
の
す

り
合
わ
せ
も
大
事
な
ポ
イ
ン

ト
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
生

産
も
し
は
物
流
の
ラ
イ
ン
の

中
で
、
自
動
化
す
る
箇
所
と

人
が
行
う
箇
所
の
住
み
分
け

を
適
切
に
行
い
、
ラ
イ
ン
ト

ー
タ
ル
で
生
産
効
率
を
上
げ

る
と
い
う
こ
と
が
、
満
足
の

い
く
自
動
化
へ
の
第
一
歩
だ

と
考
え
る
」
と
し
て
い
る
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
、

「
企
業
の
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み

に
関
す
る
動
向
調
査
」
を
実
施

し
、
Ｄ
Ｘ
対
応
済
の
企
業
は
全

体
の
16
・
４
％
に
と
ど
ま
り
、

規
模
間
格
差
が
大
き
く
、
人
手

不
足
が
深
刻
な
ほ
ど
対
応
は
進

む
と
ま
と
め
た
。

　
同
調
査
は
、
同
社
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
あ
り
、
Ｄ
Ｘ
対
応
状

況
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
き
て
い
る

12
万
５
２
４
２
社
を
抽
出
し
、

そ
の
う
ち
Ｄ
Ｘ
に
対
応
し
て
い

る
と
回
答
し
た
企
業
２
万
５
４

８
社
を
分
析
対
象
と
し
た
。

　
「
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
状

況
」
に
つ
い
て
、
「
す
で
に
対

応
し
て
い
る
」
企
業
は
全
体
で

16
・
４
％
。
う
ち
、
専
門
部
署

を
置
い
て
い
る
企
業
は
３
・
５

％
に
と
ど
ま
っ
た
。
す
で
に
対

応
し
て
い
る
企
業
を
売
上
規
模

別
に
見
る
と
、
１
０
０
億
円
以

上
が
50
％
と
半
数
を
占
め
、
そ

の
う
ち
専
門
部
署
を
置
く
企
業

は
19
・
８
％
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
す
で
に
対
応
し
て
い

る
企
業
の
割
合
を
従
業
員
数
別

に
み
る
と
、
「
１
０
０
１
人
以

上
」
の
大
企
業
が
65
・
４
％
を

占
め
、
こ
の
う
ち
専
門
部
署
が

あ
る
企
業
は
38
・
４
％
、
３
０

１
人
か
ら
１
０
０
０
人
ま
で
の

企
業
が
49
・
５
％
、
１
０
１
人

か
ら
３
０
０
人
ま
で
の
企
業
が

35
・
４
％
と
な
っ
た
。
売
上
規

模
が
大
き
く
、
従
業
員
数
が
多

い
大
企
業
に
な
る
ほ
ど
Ｄ
Ｘ
の

専
門
部
署
を
設
け
て
Ｄ
Ｘ
は
進

み
、
反
対
に
小
さ
く
な
る
ほ
ど

Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
な
い
、
状
況
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

　
Ｄ
Ｘ
に
対
応
し
て
い
る
企
業

に
つ
い
て
、
人
手
不
足
の
状
況

と
の
関
係
で
は
、
正
社
員
が

「
不
足
」
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
企
業
の
26
・
５
％
で
対
応

が
進
ん
で
お
り
、
「
適
正
」
と

考
え
る
企
業
よ
り
５
・
１
㌽
高

か
っ
た
。
人
手
不
足
を
認
識

し
、
そ
こ
に
痛
み
を
感
じ
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
、
Ｄ
Ｘ
で
補

完
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
分
か

っ
た
。

　
ま
た
、
Ｄ
Ｘ
に
対
応
し
て
い

る
企
業
に
つ
い
て
、
５
つ
の
経

営
指
標
を
も
と
に
み
る
と
、
成

長
性
や
生
産
性
の
違
い
で
取
組

状
況
が
異
な
る
傾
向
が
あ
っ

た
。

　
従
業
員
数
が
「
５
人
以
下
」

で
は
、
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
ん
で
い

る
企
業
は
成
長
性
指
標
が
突
出

し
て
高
く
な
り
、
従
業
員
数
が

多
く
な
る
に
つ
れ
て
全
体
平
均

に
近
づ
い
て
い
く
傾
向
が
見
ら

れ
た
。
生
産
性
で
は
、
従
業
員

数
が
「
６
人
〜
20
人
」
「
21
人

〜
50
人
」
の
企
業
で
は
生
産
性

が
全
体
平
均
の
１
・
１
倍
を
超

え
、
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
は
、

中
小
企
業
に
お
い
て
〝
生
産

性
〞
が
よ
り
重
要
な
要
因
と
な

る
。

　
同
社
は
ま
と
め
と
し
て
、

「
現
在
す
で
に
Ｄ
Ｘ
に
対
応
し

て
い
る
企
業
は
１
割
台
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
売
り
上

げ
規
模
が
１
０
０
億
円
以
上
の

山善　自動化・省人化に関する実態調査

自社の現状「満足せず」７割超

「
目
標
進
捗
率
30
％
以　

　

下

」も
６
割
超
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企
業
に
お
い
て
も
、
Ｄ
Ｘ
に
対

応
し
て
い
る
企
業
は
半
数
に
満

た
な
い
ほ
か
、
従
業
員
数
や
業

種
に
よ
っ
て
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組

み
状
況
は
大
き
く
異
な
る
現
状

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
他
方
、

人
手
不
足
が
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み

を
促
進
し
て
い
る
可
能
性
も
示

唆
さ
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が

激
し
く
変
化
す
る
な
か
、
企
業

が
生
き
残
る
た
め
に
は
デ
ジ
タ

ル
化
や
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
政
府
に
よ

る
中
小
企
業
へ
の
支
援
策
と
と

も
に
、
中
小
企
業
は
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
確
保
に
加
え
て
、
リ
ス

キ
リ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
既
存

従
業
員
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
向

上
や
、
社
内
全
体
の
能
力
向
上

に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
こ

と
が
肝
要
と
な
ろ
う
」
と
し
て

い
る
。

帝国データバンク
企業のＤＸ取り組み動向調査

中小企業ほど効果高いが普及せず

「
対
応
済
み
」16
％
に
と
ど
ま
る
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も取り組み、人造大理石製造ラインで使用する熱源を
電気よりも熱効率の良いガスボイラー化することでエ
ネルギーの効率化を図っている。今後もロボット導入
などによる生産効率化にも取り組み、生産設備増強と
合わせて需要増に対応していく。敷地面積は1万5792
平方㍍。延床面積は8024平方㍍。

■�東ソー、山口県周南市の南陽事業所にCO2回収と原
料化設備を新設

　東ソーは、二酸化炭素（CO2）を回収して原料とし
て使用する設備を南陽事業所（山口県周南市）に設置
する。同設備では、回収したCO2を当社主力製品であ
るイソシアネート製品の原料として使用する計画で、
CO2回収量は年間約4万㌧。2024年秋頃の運転開始を
予定している。

■�エア・ウォーター、大阪府堺市の堺事業所に総合エ
ンジニアリングセンターと製缶工場を建設

　エア・ウォーターは、産業ガスの供給に不可欠な技
術領域であるエンジニアリング体制のさらなる強化を
図るため、
大阪府堺市
の堺事業所
（大阪府堺
市西区築港
新町2丁6番
地40）に、
開発・設計・製作・運転・保守部門等を集約した総合
エンジニアリングセンター（仮称）を建設し、同時に
深冷空気分離プラントの製作を行う大型製缶工場の増
築をする。
　総合エンジニアリングセンターは、大阪府内の3カ
所に分散していた産業ガスエンジニアリングに関連す
る部門をすべて集約し、社員同士の顔が見える間仕切
りのないフロア構成としプロジェクトのスムーズな連
携に加え、技術の高度化や業務効率の向上を図る。大
型製缶工場は、工場の建物面積を拡張し、小型から大
型までを含めた装置の製造能力を約2倍に増強。海外
展開に対応するため、本製缶工場から直接、海上出荷
ができるよう係留設備を設置する。
　4月より着工し、2025年4月に稼働を開始する予
定。建設面積は約1000平方㍍。延床面積は約6000平
方㍍（事業所全体の敷地面積）約2万6450平方㍍。鉄
骨造地上6階建。投資額は約60億円。

■�日清ヨーク、関東工場と関西工場のライン増設して
「ピルクル」シリーズの生産能力を増強

　日清ヨークは、「ピルクル」シリーズの生産能力を
増強するために約100億円を投資し、2024年の春に関
東工（場埼玉県羽生市上村君堤根272）の製造ライン
を増設し、2025年春に関西工場（兵庫県西脇市鹿野
町124-5）に製造ラインを増設する。昨今の乳酸菌飲
料市場の活況により、65mlタイプ商品の需要が急拡
大しており、その対応のため。

■�日本トレクス、愛知県豊川市にトレーラ生産の新工
場を建設

　極東開発工業のグループ会社である日本トレクス
は、主力製品であるトレーラ生産の新工場を本社内
（愛知県豊川市伊奈町南山新田350番地）に建設す
る。投資額は約40億円で、完成は2024年5月を予定し
ている。
　新工場は、トレーラの溶接と塗装を一貫ラインとす
ることにより現行の生産工程における高所作業を低減
し、安全な作業環境を構築。各工程で自動化による省
力化・省人化を推進し、塗装やショットブラストなど
の重要工程をロボット化して生産能力を約40％向上
する見込み。

■�浜松ホトニクス、静岡県浜松市の都田製作所に新棟
建設。LiDAR向けなど半導体レーザの生産能力強化

　浜松ホト
ニクスは、
L i D A R 向
けをはじめ
とする半導
体レーザの
生産能力を
増強し市場
拡大に対応
するため、都田製作所（静岡県浜松市北区新都田1-8-
3）に新棟を建設する。今回、都田製作所に新棟を建
設し、事業所内に点在しているウエハプロセス以降の
半導体レーザの後工程を集約し、製造エリアを拡張す
ることで需要の拡大に対応する。
　新棟は製造工程間の作業動線を最適化し、最新の製
造装置や検査装置を導入して工程の自動化や効率化を
促進することで生産性向上を行う。耐震構造を採用し
災害対策を強化し、断熱構造や太陽光発電設備、高効
率機器などの環境対策を積極的に取り入れた設計とす
る。
　2023年5月に着工し、2024年7月竣工予定。稼働予
定2024年10月。鉄骨造、地上4階で、建築面積は1780
平方㍍、延床面積は6720平方㍍。総工費は約40億円。

■�JFEスチール、東日本製鉄所（千葉地区）のステン
レス製造に電気炉プロセス導入してCO2排出量を削
減

　JFEスチールは、スクラップ利用量拡大によるCO2

排出量の削減を目的として、東日本製鉄所（千葉地
区）第4製鋼工場に新たにアーク式電気炉を導入す
る。
　千葉地区第4製鋼工場では、ステンレス鋼の製造を
行っており、高炉からの溶銑と自所発生スクラップ、
クロム鉱石やクロム含有ダストを主な原料とした製鋼
プロセスを採用している。製鋼プロセスのCO2排出量
削減に向けた取り組みでは、さらなるスクラップの利
用量拡大が有効であるとして、今回電気炉導入を決定
した。高炉溶銑の一部をスクラップに代替することで
CO2排出量を削減。スクラップの溶解能力は従来比最
大約6倍になり、CO2排出量削減効果は最大約45万t/
年を見込む。
　設備投資額は約150億円。稼働時期は2025年度下期
（予定）。

■�タカラスタンダード、千葉県八千代市の関東工場に
4億円投資して浴槽生産能力を増強

　タカラスタンダードは、約4億円を投資し、システ
ムバスの主力工場である千葉県八千代市の関東工場　
第一工場にアクリル人造大理石浴槽のラインを増強す
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海外

■�アズビル、海外事業強化にともなってタイの生産子
会社に新工場棟建設

　アズビル
は、海外事
業展開に合
わせたグロ
ーバル生産
体制のさら
なる拡大・
強化を図るため、タイのチョンブリー県にある生産子
会社アズビルプロダクションタイランドに新しい工場
棟を建設する。
　アズビルプロダクションタイランドは、工業向け温
度調節計、各種センサから空調用コントローラまで多
岐にわたり、東南アジア諸国、東アジア各国に向けた
製品の生産、直接の出荷拠点となっている。新工場棟
建設は、海外事業拡大によって見込まれる需要の拡大
に対応し、工業市場向けの電磁流量計、差圧発信器と
いった高度な生産技術を要する多様な製品を求める海
外顧客のニーズに応えるため、さらなる生産能力の強
化、生産品目の拡大を図るもの。
　建築面積は6069平方㍍。延床面積は1万5064平方
㍍。投資金額は約15億円。建設完成時期は2024年春。

■�三菱ガス化学、電子材料海外生産子会社の生産能力
増強

　三菱ガス化学は、BT積層材料の生産子会社MGCエ

　また部品塗装を粉体塗装化することによりVOC
（揮発性有機化合物）を年間約6.3㌧（見込み）低減
するほか、太陽光発電の設置によりCO2排出量を年間
約3.2㌧（見込み）削減し、環境にも配慮した工場と
する。建築面積は1万2008.8平方㍍。

■�OSPホールディングス、福岡県北九州市の門司工
場にフィルム製品専用の新棟建設

　OSPホールディングスは、フィルム製品専用工場
として稼働している門司工場（福岡県北九州市）に新
棟を建設する。
　新棟は、生産体制の強化を目的とし、フィルム製品
の安定した生産や顧客の要望も臨機応変に対応できる
体制を強化。また多様な働き方に対応し、日勤勤務者
の作業スペースを確保すると同時に作業工程の一部を
自動化させ省人化も実現。食品業界ではフードロスの
観点から賞味期限の見直しや延長が求められており、
包装資材を高機能フィルム製品への切り替えを促進す
る。
　また環境配慮についても、屋上の約半分のスペース
に太陽光設備を設置し自工場のエネルギーとして活用
し、ドライラミ接着剤を硬化させる設備に「エージン
グBOX」を採用することで、温風調整し消費エネル
ギー削減とCO2削減に寄与する。廃熱を利用したサー
モコイルを導入し、エネルギー（LPガス）の使用量
を3割削減し、さらにCO2の削減にも貢献する。、あ
た門司工場全体の稼働印刷機が増えることにより、水
性グラビア印刷への取り組みを積極的に進める。
　 鉄 骨 造 3 階 建 で 、 延 床 面 積 は 7 9 1 7 . 6 5 平 方 ㍍
（2395.1坪）。設備投資額は約40億円。着工は2023
年5月下旬。操業開始は2024年6月の予定。

■�デリカフーズ、大阪府茨木市に新工場「デリカフー
ズ大阪事業所大阪FSセンター（仮称）」を建設

　デリカフーズは、関西エリアの新工場として「大阪
FSセンター（仮称）」を大阪府茨木市南目垣1丁目に

建設する。
　新工場では、既
存のFSセンター
と同様にスーパー
コールドチェーン
（4℃以下）の構
築、オートメーシ
ョン化による省人
製造ラインの導入
やISO22000およびFSSC22000承認取得を計画し、高
品質で安全・安心な商品の提供目指す。
　敷地面積は4621平方㍍（1398坪）、鉄筋鉄骨地上3
階建て。延床面積は5455.32平方㍍（1650坪）。竣工
予定は2024年3月29日。投資額は総額41億円。

■�カゴシマパッカーズ、鹿児島市南栄の工場を増設
　ティーバッグ製造のカゴシマパッカーズは、大手量
販店からの緑茶ティーバッグ製品の受注に対応するた
め、鹿児島市南栄3丁目6番19号の工場を増設する。
南栄工場は6月の稼働開始を目指す。建物面積は
334.32平方㍍（101.13坪）。

■�グンゼ、メディカル事業の成長加速に向けて京都府
綾部市の綾部工場に新棟建設

　グンゼは、メディカル事業の基盤強化とさらなる成
長加速のため、2025年3月完成を目標に京都府綾部市
の綾部工場の新棟建設と新規設備への投資を行う。投
資金額は約17億円。
　2024年3月より順次稼働し、縫合補強材や人工皮膚
のグローバルでの売上拡大、骨接合材の製品ラインナ
ップ拡充による国内トップシェア維持と拡大を進め
る。また4月1日付でメディカル事業の一部を100%連
結子会社であるグンゼメディカル株式会社に吸収分割
してメディカル事業を統合することで研究から販売ま
でを一気通貫する総合医療機器専業の組織体制として
スタートしている。

レクトロテクノの子会社MGC ELECTROTECHNO
（THAILAND）CO.LTD.（タイ）の半導体パッケ
ージ用BT積層材料の生産能力増強のため、新棟を建
設する。
　生産能力を現在から約2倍とし、半導体市場の成長
と共に復活する需要に充分・確実に応えていく。

■�富士フイルム、台湾に最先端半導体材料の工場新設
＆既存工場も設備増強　投資金額150億円

　富士フイルムは、電子材料事業のさらなる拡大のた
め、台湾の新竹市湖口工業団地に最先端半導体材料の
工場を新設する。半導体材料の台湾現地法人であるフ
ジフイルムエレクトロニクスマテリアルズタイワン
が、台湾新竹市に新たな土地を取得し、CMPスラリ
ーやフォトリソ周辺材料を生産する新工場を建設。
2026年春に稼働させる予定。
　また、台南市善化區南部科學園區にある既存工場
（台湾第3工場）
でも設備増強を実
施。建設中の新棟
にCMPスラリー
の製造設備などを
導入し、2024年
春に稼働させる計
画。
　なお、新工場の
建設と既存工場へ
の設備増強をあわ
せ た 設 備 投 資 額
は、約150億円。

る。これによりア
クリル人造大理石
浴槽の生産能力は
15％増加し、伸
長するシステムバ
スの需要に対応し
ていく。
　関東工場では、
樹脂成型品の画像
検 査 装 置 を は じ
め、デジタルピッ
キングシステム導
入など品質の安定
と生産の効率化に


